
庄原トピックス地域の情報をお届け！

「
あ
き
さ
か
り
」
で

特
別
優
秀
賞

協
同
の
力
で

雪
害
か
ら
復
旧
支
援

広
島
菜
漬
と
お
米
で

学
生
を
支
援

春
の
農
繁
期
を
控
え

研
修
会

庄
原
市
本
郷
町
の
花
房
豊
さ
ん
が

栽
培
し
た「
あ
き
さ
か
り
」が
、国
内

最
大
規
模
の
米
の
コ
ン
ク
ー
ル「
第

24
回
米・食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
国
際
大
会
」に
出
品
し
、都
道
府

県
代
表・海
外
地
域
代
表
お
米
選
手

権
の
部
で
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

昨
年
11
月
に
開
か
れ
た
大
会
に

は
、全
国
か
ら
４
，９
５
４
点
、広
島

県
か
ら
74
点
が
出
品
さ
れ
、花
房
さ

ん
の「
あ
き
さ
か
り
」は
、食
味
の
指

標
と
な
る
食
味
ス
コ
ア
が
89
、味
度

値
85
・
３
を
記
録
し
ま
し
た
。
食
味

と
収
量
の
向
上
の
た
め
に
土
づ
く
り

に
力
を
入
れ
、土
壌
診
断
や
竹
粉
を

混
ぜ
た
堆
肥
を
10
ａ
当
た
り
約
８
０

０
ｋｇ
投
入
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
、２
０
２
２
年
12
月
の
大

雪
な
ど
で
被
害
が
発
生
し
た
庄
原
市

で
本
格
的
な
復
旧
支
援
を
２
月
22
日

か
ら
行
い
ま
し
た
。
初
日
は
、各
部

署
か
ら
集
ま
っ
た
職
員
16
人
が
倒
壊

し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
を
撤
去
。

支
援
を
希
望
す
る
生
産
者
へ
職
員
を

派
遣
し
、営
農
再
開
へ
の
支
援
を
加

速
さ
せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
12
月
下
旬
と
１
月

下
旬
に
大
雪
を
記
録
し
ま
し
た
。生

産
拡
大
を
進
め
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
で
ハ
ウ
ス
が
倒

壊
し
24
戸
の
計
53
棟
、約
１
０
５
ａ

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
広
島
は
、大

学
生
に
食
料
品
を
贈
る
支
援
活
動
を

行
な
い
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
や
食
品
な
ど
の
相
次
ぐ
値
上

げ
な
ど
で
不
安
な
日
々
を
過
ご
す
学

生
に
、結
び
付
き
米
と
広
島
菜
漬
を

無
償
で
提
供
。協
同
組
合
の
持
つ
相

互
扶
助
の
精
神
で
、次
世
代
を
担
う

学
生
を
食
で
支
え
ま
し
た
。

支
援
は
２
０
２
０
年
度
に
始
め
、

庄
原
市
の
県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ

ン
パ
ス
と
県
立
農
業
技
術
大
学
校
の

学
生
が
対
象
で
す
。「
広
島
県
庄
原

産
東
城
こ
し
ひ
か
り
」「
広
島
県
庄
原

産
高
野
こ
し
ひ
か
り
」の
ど
ち
ら
か

と「
広
島
菜
漬
き
ざ
み
」を
贈
り
ま

し
た
。

広
島
県
農
業
機
械
士
協
議
会
と
庄

原
市
地
域
農
業
集
団
連
絡
協
議
会
は

３
月
１
日
、県
立
農
業
技
術
大
学
校

で
農
業
機
械
安
全
使
用
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。県
内
の
農
事
組
合
法
人

や
農
業
集
団
の
関
係
者
、農
業
機
械

士
ら
約
60
人
が
農
作
業
事
故
防
止
の

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
が
農
作
業
事

故
の
発
生
件
数
や
要
因
、安
全
作
業

に
向
け
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。
県
は
麦
、大
豆
の

動
向
と
麦
栽
培
な
ど
を
説
明
し
、中

四
国
ク
ボ
タ
は
、ム
ギ
の
施
肥
播
種

機
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
融

合
さ
せ
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
し
ま
し
た
。

▲特別優秀賞を受賞した花房さん▲食料を受け取る大学生

▲ビニールハウスを撤去するＪＡ職員▲説明を聞く参加者

庄原地域本部
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田
植
え
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
田
植

え
直
後
は
深
水
に
し
、
水
温
を
高
め
て
初

期
生
育
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
適
正
な
施

肥
・
防
除
・
水
管
理
を
行
な
い
、
安
全
・

安
心
な
良
質
米
生
産
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

防
霜
対
策

育
苗
で
は
霜
注
意
報
な
ど
の
気
象
情
報

に
注
意
し
、
深
夜
か
ら
朝
方
に
か
け
気
温

が
4
℃
以
下
、
よ
く
晴
れ
た
日
の
夜
は
降

霜
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
保
温
シ
ー
ト
の

被
覆
や
ス
ト
ー
ブ
等
に
よ
る
加
温
に
よ
っ

て
、
被
害
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
も

霜
の
被
害
を
受
け
た
ら
、
朝
日
が
当
た
る

ま
で
に
散
水
し
、
寒
冷
紗
を
被
せ
て
く
だ

さ
い
。
田
植
え
の
終
わ
っ
た
圃
場
で
は
、

普
段
よ
り
深
水
に
し
被
害
を
防
い
で
く
だ

さ
い
。

箱
施
用
剤

い
も
ち
病
・
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ

ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
防
除
に
つ
い
て
は
箱
施

用
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
書
き
を
確
認
し
、
使
用
量
の
厳
守

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
除
草
剤
と
の

誤
使
用
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
ラ
ベ

ル
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤必

ず
使
用
前
に
使
用
適
期
、

使
用
方
法
の
確
認
を
！

使
用
時
期
や
水
管
理
に
よ
り
、
効
果
に

大
き
く
差
が
出
ま
す
。
気
温
が
高
い
と
雑

草
の
発
生
が
早
ま
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

除
草
剤
の
有
効
成
分
を
雑
草
に
充
分
吸

着
さ
せ
る
た
め
に
、
整
地
・
代
か
き
を
均

平
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
除
草
剤
散
布

後
、
7
日
間
は
５
ｃｍ
程
度
の
湛
水
状
態
を

保
ち
、
か
け
流
し
は
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

水
管
理

田
植
え
後
一
週
間
位
は
、
深
水
（
５
㎝

位
）
に
し
、
水
温
を
高
め
初
期
生
育
を
促

し
ま
す
。
活
着
後
、
浅
水
管
理
を
し
て
、

分
け
つ
を
促
進
し
ま
す
。
気
温
の
下
が
る

日
に
は
、
深
水
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
の
湧
く
水
田
は
間
断
灌
が
い
を
行

な
い
、
ガ
ス
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

水　稲 なるほどえ～のぅ!営農情報

家庭菜園
ミ
ニ
ご
ぼ
う

ご
ぼ
う
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
原
産
の
キ

ク
科
の
多
年
草
で
す
。

江
戸
時
代
に
、
中
国
よ
り
薬
用
と
し
て

伝
わ
り
、
食
用
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

食
物
繊
維
が
豊
富
で
健
康
に
も
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
ご
た
え
も
良
く
、
き
ん
ぴ
ら
や
、
煮

物
な
ど
の
和
食
の
ほ
か
、
サ
ラ
ダ
で
の
利

用
も
人
気
で
す
。

土
作
り

「
ま
た
根
」
を
防
ぐ
た
め
、
ふ
っ
く
ら
し

た
土
作
り
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

POINT

完
熟
堆
肥
の
施
用
と
、深
耕
で
水

は
け
が
良
く
ふ
っ
く
ら
と
し
た
土

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

播
種ゴ

ボ
ウ
の
種
は
皮
が
か
た
い
の
で
、
前

日
に
一
晩
水
に
浸
け
て
お
く
と
発
芽
率
が

高
く
な
り
ま
す
。

深
さ
0.5
～
1
ｃｍ
程
度
の
溝
を
掘
り
、
1

㎝
間
隔
で
種
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
溝
に

播
種
し
ま
す
。

POINT

播
種
後
の
土
は
薄
く
か
け
る
！

間
引
き

１
回
目
は
双
葉
が
展
開
し
た
ら
3
～
4

㎝
間
隔
に
間
引
き
ま
す
。
間
引
き
後
は
、

土
寄
せ
を
行
な
い
ま
す
。

2
回
目
は
、
本
葉
3
～
4
枚
の
頃
に
5

～
6
㎝
間
隔
に
な
る
よ
う
に
し
、
土
寄
せ

を
行
な
い
ま
す
。
3
回
目
は
、
本
葉
5
～

6
枚
の
頃
に
10
～
15
㎝
間
隔
に
な
る
よ
う

に
し
、
土
寄
せ
を
行
な
い
ま
す
。

追
肥
・
水
や
り

追
肥
は
、
2
回
目
の
間
引
き
後
に
行
な

い
ま
す
。
化
成
肥
料
を
1
ａ
当
た
り
2
～

3
ｋｇ
施
肥
し
、
表
面
の
土
と
肥
料
を
軽
く

混
ぜ
て
、
株
元
に
土
を
寄
せ
ま
す
。
そ
の

後
は
、
2
週
間
に
1
回
程
度
、
追
肥
を
行

な
い
ま
す
。

収
穫播

種
後
、
3
ヵ
月
程
度
経
過
し
た
ら
収

穫
時
期
で
す
。
茎
の
太
さ
が
1
～
1.5
ｃｍ
程

度
が
収
穫
適
期
で
す
。

収
穫
が
遅
れ
る
と
ス
が
入
る
の
で
、
適

期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

施肥量（1㎡）
堆肥 3kg
苦土石灰 150g
化成肥料 100g

好適土壌ＰＨ
6.0～6.5

庄
原
中
央
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

堀
江　
元
通

庄
原
北
部
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

藤
谷　
春
樹

ごぼう栽培時期
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

播　種

間引き

収　穫

 せ り 市 場 情 報 

３月

詳しくは最寄りの
アグリセンター・
ＪＡグリーン・資材店
にお問い合せください。

【
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
】

ほ
う
れ
ん
草
を
近
く
に
植
え
て
お
く

と
、
ご
ぼ
う
の
根
を
食
べ
る
害
虫
が
ほ

う
れ
ん
草
の
根
を
好
ん
で
食
べ
る
の

で
、
ご
ぼ
う
が
二
股
に
な
り
に
く
く

ま
っ
す
ぐ
育
ち
ま
す
。 子牛せり市況

庄
原
地
域
本
部

月
日
性
別
出場
頭数

平均価格
税込（円）

前回市場比
税込（円）

３
月
10
日

雌 53 566,355 31,272

去 53 663,279 ▼16,964

計 106 614,817 ▼10,319

県
全
体

雌 140 543,903 5,260

去 138 657,688 ▼5,853

計 278 600,386 ▼10,224

前回市場比：マイナスの場合は「▼」

子牛せり市開催日

令和５年 ４月19日（水）
５月31日（水）
７月12日（水）

子牛：庄原地域本部地区別せり成績表
地区 出場

頭数
平均
体重（㎏）

平均価格
税込（円）

最高販売牛
の体重（kg）

最高価格
税込（円）

最高販売牛の血統
父 母の父 母の祖父

雌

庄原 24 282 503,571 314 858,000 福之姫 安福久 勝忠平

甲奴郡 2 294 580,800 299 586,300 美国桜 安福久 勝忠平

東城 10 294 615,340 301 840,400 福之姫 美津照重 百合茂

西城 1 289 575,300 289 575,300 勝白福 安福久 第1花国

口和 5 324 714,120 334 859,100 諒太郎 百合白清2 勝忠平

高野 6 293 518,283 315 575,300 貴隼桜 美津照重 第１花国

比和 5 299 672,100 321 854,700 諒太郎 安福久 百合茂

去　
　
　
勢

庄原 15 313 646,287 324 779,900 美優王 安亀忠 百合白清2

甲奴郡 2 291 545,050 320 675,400 福之姫 勝忠平 美津照

東城 21 307 674,824 331 884,400 福之姫 安福久 百合茂

西城 1 379 1,288,100 379 1,288,100 福之姫 安福久 百合茂

口和 5 327 658,460 371 783,200 福之姫 美津照重 安福久

高野 5 354 684,420 336 733,700 美津金幸 福之姫 百合茂

比和 4 316 548,900 356 712,800 安亀忠 百合茂 安福久

庄原地域本部庄原地域本部
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日　付 会　場

２日（火） 庄原支店
９日（火） 上下支店
11日（木） 庄原支店
16日（火） 小奴可支店
18日（木） 庄原支店
23日（火） 高野支店
25日（木） 庄原支店
30日（火） 東城支店

令和５年度大型特殊自動車運転免許（農耕車限定）
取得に向けた講習会及び試験の開催について

営農経済部

　道路運送車両の運用見直しに伴い、農耕車の公道の走行時等の
法令順守に取り組むため、講習会を開催します。

❶開 催 日 時
講習日程　※土日は除く 試験日 申込期日（厳守）

  9月19日（火）～  9月26日（火）   9月27日（水）

６月30日（金）10月  3日（火）～10月10日（火） 10月11日（水）
10月31日（火）～11月  7日（火） 11月  8日（水）
11月14日（火）～11月21日（火） 11月22日（水）

❷開 催 場 所　 講　習  ＪＡ西日本営農技術センター（東広島市河内町入野11631-13）
　　　　　　　 試　験  広島県自動車運転免許三次試験場（三次市畠敷町1880-11）
❸受 講 費 用　38,000円（税込）  ※受験料2,600円（非課税）が別途必要です。
❹受 講 人 数　12～14名／１回  ※応募が定員を超過した場合は抽選になります。
❺お問い合わせ・申込方法
	 営農経済部またはお近くのアグリセンター（旧営農センター）まで。

の
年
金
相
談
会
日
程

5月
合併に関して、当ＪＡの職員がお客様のお宅を訪問
し、キャッシュカードやローンカードの切替を理由に、

  開催時間  　10：00〜15：30

お客様のカードを
お預かりすることや、

暗証番号をお尋ねすることは
ございません。

ご 注 意‼

当ＪＡ職員やＪＡバンク関係者、関係官庁職員等を
騙る詐欺にご注意ください。

！ ！

営農販売部
部長

小次　啓二

東部営農センター
米穀畜産係　係長
長田　稔

東部営農センター
次長

横山　高幸

東城農機車両センター
農機係　係長
川﨑　実伸

定年定年
退職者退職者

長い間お世話になり、
ありがとう
ございました。

（令和５年３月31日付）

庄原地域本部
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